
社会福祉法人　掛川市社会福祉協議会
掛川市掛川910-1　総合福祉センター（あいり～な）２階
TEL 22-1294　FAX 23-3319

ホームページ Facebook

かけがわハピネスフォトコンテスト
最優秀賞は “ねねねーね様”の作品、
「ピース　できる？」でした。
おめでとうございます。

2ページでは会長賞、副会長賞、
優秀賞を掲載しています。
　ぜひ、ご覧ください。

あけましておめでとうございます
今年は「寅」年

春の胎動を助く年陽気を孕み
子ども達の未来に疫病退散

夢が広がりますように

かけがわハピネスフォトコンテスト
2021 最優秀賞作品 テーマ～しあわせ～

――――  この社協だよりは赤い羽根共同募金の助成金で発行しています ――――
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スマイルプランかけがわ 21 の推進

包括的な支援体制の確立

法人後見事業の実施

高齢者の生きがい事業の実施

令和 4 年の社協活動展望 副会長賞

優 秀 賞

会長賞
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スマイルプランかけがわ 21 の推進

包括的な支援体制の確立

法人後見事業の実施

高齢者の生きがい事業の実施

令和 4 年の社協活動展望

・�第四次計画の2年目、コロナで足踏みした状
況から脱して各種事業を展開していきます。

・�活動推進に向け、さらに地域へ出向き住民周
知に努めるとともに関係機関との連携強化を
図ります。

～誰もがすこやかに、安心で幸せな暮らしをともにつくるまちを目指して～
　国は「地域共生社会」の実現に向け、新たに「重層的支援体制構築」を提唱
しています。掛川市社協では「相談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた支
援」を、住民参加の多職種・多機関連携によって推進していきます。

・�ふくしあに配置した、CSW兼生活支援コー
ディネーターが地域と連携し住民の生活を支
援します。

・�生きがいデイサービス事業を改編し、ふくし
あをはじめ、地域との結びつきを強め、生き
がいある生活を提供します。

・�掛川、菊川、御前崎3市が連携する中核支援
機関の設置により、法人後見体制を確立し、
取組みを推進します。
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　福祉教育では、見えないこ
と・見えにくいことがどんな

ことか、視覚障がい者の日常生活や盲導
犬と補助犬法のことについてお話をしています。
私たちは見えなくても視覚以外の五感をフル活用
して生活しています。福祉教育を受けた子どもた
ちからは困っている人を助けたい、お手伝いした
いなどの感想をいただき嬉しく思っています。視
覚障がい者は見えない、見えにくいという特徴が
あるだけで、個性の一つで
す。障がいの有無に関わら
ず同じように暮らせる優し
い社会になることを願いま
す。

盲導犬
ユーザ

ー

前嶋信
一郎さ

ん

　福祉教育を担当し、3年が
経過しました。授業では講

話、車イス体験、ボッチャなどで交流し
ています。私は27歳の時に脳幹出血で倒れ、車
イス生活になりました。私はリハビリで利き手を
変えました。できることは何でもチャレンジして
います。私は今の人生を第2の人生だと思ってい
ます。やりたいことは、何でもチャレンジするこ
と、「やればできる」ことを児童たちに伝えてい
ます。福祉教育を通して授
業に参加した児童から地域
で声を掛けられることが何
より嬉しいです。

車いす
ユーザ

ー

内藤夏
江さん

　当会では、「福祉とは何か？」
を学ぶ機会として、社協職員

による講話を行っています。「福祉」とい
うと高齢者や障がい者を先にイメージしがちです
が、講話では福祉はみんなが暮らしやすくなるた
めに、自分を含めたすべての人に身近にあるとい
うことを伝えています。地域には色々な人が住ん
でいます。自分を含めたみんなが暮らしやすくな
るために自分には何ができるか考えるきっかけづ
くりを今後も続けていきま
す。

社協職
員より

　耳が聞こえない私たちは、
どこに障がいがあるのか？見

た目では分かりにくいという特徴があり
ます。福祉教育では、講話、ロールプレイ、簡単
な手話指導等を行っています。ロールプレイで
は、子どもたちが一生懸命考えて、色々な方法で
伝える努力をしてくれ、楽しくありがたく思いま
す。子どもたちには「きこえなくても可哀想では
ないよ。不便だけど不幸ではない。皆と同じだ
よ」と伝えています。子ど
もたちが家に帰って家族に
話し、それが市民の皆様に
広がることを願い、この活
動を続けていきたいです。

聴覚障
がい

松本久
夫さん

～福祉教育紹介～
　福祉教育とは、すべての人間が生命ある存在として尊ばれ、差別や排除されたりす
ることなく、社会生活の中で共に支え合い、一人ひとりが生きる喜びを味わうこと
ができるよう「共に生きる力」を育む教育です。

掛川市社会福祉協議会では、「福祉とは」の講話をはじめ、障がいを理解するために当事者の
ゲストのみなさんからお話をしていただき、交流する機会を学校の先生と共に実施しています。
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　西南郷地区は大きく分けて、ふれあい交流、高齢者支援、子育て支
援の三つの活動を行っています。その中のふれあい交流活動のひとつ
に「お便り交流会」があります。地区の小学生からその年の敬老会対
象者へ年賀状を送り世代間交流を図るもので、20年以上続けています。
きれいなデザインや相手を思いやる言葉が添えられている年賀状は心
温まるものばかりで、毎年、受け取るのを楽しみにしている高齢者も
います。
　また、寄せられた年賀状の中から企画委員が優秀作品17点を選考
し、年明けに表彰式を行っています。
　その他、ふれあい交流活動では障がいについて理解を深めるため
「障がい（児）者交流会」を開催しています。例年、地区民対象で茶
話会や講演会などを開催していますが、今年度は企画委員を中心に少
人数で “発達障害” について学びました。

～西南郷地区福祉協議会～

次は東山地区まちづくり協議会福祉部の紹介です。お楽しみに♪

ボランテ
ィア

団 体 紹
介 発達に凸凹のある子どもと親のサークル� ITTA

　平成26年に、発達に凸凹（でこぼこ）のある子どもとその
保護者で小さなサークルをつくりました。子どもの発達に不
安があると親は悩み、孤立しがちです。私たちも同じ道を歩
んできたからこそ情報を知ることや仲間づくりが大切だと感
じています。
　発達障害の周知はだいぶ進んできたように感じます。当事
者への関わり方、接し方を学ぶ機会や気軽に相談できる人、
場所が増えていくといいです。
［活動紹介］
・「nikori（ニコリ）」
子どもの育ちが気になる保護者へ向けた情報誌の作成
※掛川市のHPからダウンロード出来ます

・「子育て講座ペアレントプログラム」の実施

　普段何気なく捨ててしまうものでも、気をつけるとリサイクルして活躍できるものがあります。
　市内の皆様からいただき、整理された収集物は各収集団体や回収業者に郵送し、換金され掛川
市の地域福祉活動、災害被災校支援に役立てられています。

集めて役立つ収集物募集！

・古切手
・ベルマーク
・書き損じはがき
・テレフォンカード

＜取り扱い品目＞ ～古切手寄付にあたってのお願い～
★使用済み切手は周りを 1㎝ほど残して切り取ってください。
★変形切手（ハート型や丸形）も周りを四角に切り取ってください。

切手のギザギザが
ないと切手の価値が
失われてしまいます。

【問合せ先】
地域支援係　☎ 22-1294
� （担当：大澤・萩原）
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個人名のご紹介につきましては、ご本人様の了承を得て掲載させていただいています。

◆認知症の家族を介護されている方のためのサロン◆

「笑顔のつどい」のご案内
北部：１月28日（金）13:30～15:00
　　　あいり～な２階・教養会議室　
南部：１月12日（水）13:30～15:00
　　　大東市民交流センター

（令和３年11月分）※順不同敬称略
善 意 を あ り が と う

●寄付金
＊掛川商工会議所第33回会頭杯争奪
　チャリティゴルフ大会　
＊匿名2件

●寄付物品
＊かんたんリフォームクラブ（清掃用具）
＊掛川茶商協同組合（茶葉）

●寄付物品（フード）
＊柴田貞雄　＊家代の里自主防災会　＊かけがわ代行　＊匿名7件

●収集物
＊伊奈卓已　＊坂井良子　＊浅岡芳男　＊㈱富士金型製作所　
＊㈱ギャバン　＊沖一化工㈲　＊ウエルシア掛川葛川店
＊倉見地区まちづくり協議会女性部　＊南郷地区女性学級サザンセミナー　
＊第二地区民生委員児童委員協議会　＊第三地区民生委員児童委員協議会　
＊第四地区民生委員児童委員協議会　＊第五地区民生委員児童委員協議会　
＊桜木生きがいデイサービス利用者　＊東部生きがいデイサービス利用者　
＊十王いきいきクラブ　＊土方幼稚園　＊ちはまこども園　＊匿名4件

２
月
の
相
談
日
の
ご
案
内

相談名 会場 相談日 時間

結 婚 相 談

総合福祉センター東館
あいり～な

（23-3036）※当日のみ
※初回登録時は写真持参
※第二日曜日は女性優先

 6（日） 13：00
～
16：00
（ 15：30受付終了）

13（日）

20（日）

心 配 ご と
相 談

総合福祉センター東館
あいり～な

（23-3036）※当日のみ

 4（金） 13：00
～
16：00
（ 15：30受付終了）

18（金）

市役所大須賀支所1F（48-5531） 25（金）

相談名 会場 相談日 時間

福祉総合相談
介護者相談
ボランティア相談

本所（22-1294）
東部ふくしあ社協（23-4720）
中部ふくしあ社協（28-8546）
西部ふくしあ社協（29-6192）
南部大東ふくしあ社協（72-1135）
南部大須賀ふくしあ社協（48-5531）
ボランティアセンター（24-6263）

月～金
（祝日
を除く）

 9：00
～
17：00

子育て相談 本所（22-1309）
随時受付

賛助会費【1口】・・・1,000円
施設会費【1口】・・・2,000円

　車椅子や福祉車輌、サロン用品の貸出など、福
祉活動の支援に活用させていただいています。ご
協力お願いします。
※�なお、賛助会費は税法上の寄附金となり、税金
控除の対象となります。

第43回静岡県ボランティア研究集会
日　時：令和4年2月13日（日）　10:00～16:30
会　場：浜松市浜北文化センター（浜松市浜北区貴布祢291-1）
内　容：①オープニング：�障がいのある子ども達とその兄弟によるダンスグループ�

Weedy（ウィディー）によるダンスパフォーマンス
②基調講演：雨宮　処凛氏（作家・社会活動家）�
　　　　　　『コロナ禍の貧困の現場から見えてきたもの』
③テーマ別分科会（7分科会）
④全体会

参加費：一般�1000円・高校生以下�無料　　※別途、昼食代700円（希望者のみ）
問合せ：NPO法人静岡県ボランティア協会　☎054-255-7357
締切り：令和4年1月25日（火）
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